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第9回 商業界チラシ・ＤＭ大賞

J-NOA賞
優秀賞

新聞折り込み用550部で4950円（1枚当たり紙代3.5円、印刷代2.5円、折り込み代3.0円）、
店内手配り用20部180円の費用で客数と売上げがアップ

売り込みよりも、 店のスタッフに関心を持ってもらうことが大事だと
考えて作製している。表面を読んでから裏面を見てもらうことで、単
なる物売りの情報チラシではない意味を持たせている

チラシの狙いは、「どんな人がやっ
ているお店か」 を伝えて親しみを
持ってもらうこと。 店内の様子を
伝えて来店のハードルを下げるこ
とが目的。 お客さまからは「チラ
シが面白い」 と言ってもらえてい
ます。 チラシの掲載商品を購入し
てくれる人もおり、 来店客数も若
干増えました。

原 加奈子店長

製 作 者

　コンビニでも個人をアピールしていく
時代。SNSの活用も増える中、 チラシ
を使ったニューズレターバージョンだが、
これからはこうした融合が増えていく。
この店は、チラシを出し続けることで近
所の新規客を増やしている。地方の小商
圏ではチラシが特に重要な役割を果たし
ており、紙媒体を再度見直すべきと気付
かせるチラシだ。

　朝刊折り込みですが、 部数わずか
550枚ということを考えると、 折り込
みチラシの寿命を延ばすにはこういうと
ころがもっと残らないといけないと思い
ます。人口が減ってもチラシを広げてい
くには、こうした取り組みの継続が必須。
小商圏の店に特に参考にしてほしい事例。
この規模でこのコストなら、チラシ作製
の初心者でも取り組みやすいと思います。

　新聞折り込み広告では、お得な買物情
報を届けるスタイルが主流ですが、これ
は「笑顔と潤い」を届ける＂気持ち＂ を
伝えて、地域に暮らす方々との関係をよ
り良いものにしようとする姿勢がうかが
えます。
　こうした取り組みが共感を生み、結果
として息の長い商売につながることも、
十分あり得るのではないでしょうか。
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飯島 博 評

ヤマザキYショップ総領原店
㈲総領スーパー　コンビニエンスストア／広島県庄原市

折り込みチラシ町内
550部4950円の小商圏「人柄」を伝えて「選ばれる店」に！
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